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01

日
本
遺
産
と
は

①江差の五月は江戸にもない～ニシンの繁栄が息づく町～
②荒波を越えた男たちの夢が紡いだ異空間～北前船寄港地・船主集落～
③カムイとともに生きる上川アイヌ～大雪山のふところに伝承される神々の世界～
④本邦国策を北海道に観よ！～北の産業革命「炭鉄港」～
⑤「鮭の聖地」の物語～根室海峡一万年の道程～
⑥北海道の『心臓』と呼ばれたまち・小樽～「民の力」で創られ蘇った北の商都～【候補地域】

北
海
道
の
認
定
状
況

「
日
本
遺
産
」
は
、
地
域
の
有
形
・
無
形

の
文
化
・
歴
史
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
文
化
庁
が

平
成
29
年
度
よ
り
認
定
し
、
現
在
１
０
４
件

の
ス
ト
ー
リ
ー
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
下
、
地
域
が
主
体
と

な
っ
て
総
合
的
に
整
備
・
活
用
し
、
国
内
外

に
戦
略
的
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

文
化
財
や
伝
統
文
化
を
通
じ
た
地
域
の
活
性

化
を
図
る
も
の
で
す
。
日
本
遺
産
に
認
定
さ

れ
る
と
、
当
該
地
域
の
認
知
度
が
高
ま
る
と

と
も
に
、
日
本
遺
産
を
通
じ
た
様
々
な
取
組

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
化

等
に
も
貢
献
し
、
地
方
創
生
の
取
組
に
も
資

す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色
を

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る

特 集

創る

北
海
道
に
は
、
5
箇
所
の
認
定
地
域
と

１
箇
所
の
認
定
候
補
地
域
（
日
本
遺
産
と
し

て
認
定
す
る
候
補
と
な
り
得
る
地
域
）
が
あ

り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
は
、
関
係
者
一
同
が

参
画
し
た
協
議
体
を
設
置
し
、
ス
ト
ー
リ
ー

の
磨
き
上
げ
を
日
々
行
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
で
は
、
各
協
議
会
と
連
携
し
、
体

験
型
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
や
関
係
者
の
研
修
会
な

ど
を
開
催
し
、
日
本
遺
産
の
魅
力
、
価
値
を

伝
え
る
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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ニ
シ
ン
漁
と
交
易
で
繁
栄
し
た
江
差
に
は
、

こ
れ
ま
で
に
た
く
さ
ん
の
有
形
無
形
の
文
化

財
が
保
存
・
伝
承
さ
れ
て
き
て
お
り
、
そ
の

中
で
も
北
海
道
遺
産
に
も
認
定
さ
れ
て
い
る

「
姥
神
大
神
宮
渡
御
祭
」
や
「
江
差
追
分
」

な
ど
の
構
成
文
化
財
の
そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
住

民
の
「
普
通
に
日
常
に
あ
る
」
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
ら
を
後
世
に
保
存
伝
承
し
て
い
く
こ
と
、

そ
し
て
全
国
各
地
の
大
勢
の
「
江
差
フ
ァ

ン
」
を
大
切
に
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
方
々

が
江
差
町
に
興
味
を
持
ち
、
お
越
し
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
歴
史
あ
る
文
化
を
保
存
・
伝

承
・
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

認
定
ス
ト
ー
リ
ー
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
、

伝
わ
り
や
す
く
す
る
た
め
の
工
夫
な
ど
を
行

い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
特
色
あ
る
伝
統
文
化

の
賑
わ
い
を
通
じ
て
、
江
差
町
を
訪
れ
た

方
々
に
「
江
差
の
五
月
は
江
戸
に
も
な
い
」

を
体
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
関
係
機
関

や
団
体
と
連
携
し
て
地
域
経
済
の
活
性
化
や

観
光
地
と
し
て
の
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
、
「
江
差
フ
ァ
ン
」
と
し

て
関
係
人
口
の
創
出
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

江
差
の
海
岸
線
に
沿
っ
た
段
丘
の
下
側
を

通
っ
て
い
る
町
並
み
の
表
通
り
に
は
、
切
妻

屋
根
の
建
物
が
建
ち
並
び
、
暖
簾
・
看
板
・

壁
に
は
そ
の
家
ご
と
の
屋
号
が
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
緩
や
か
に
海
側
へ
下
っ
て
い
る
地

形
に
あ
わ
せ
て
蔵
が
階
段
状
に
連
な
り
、
海

と
共
に
生
き
て
き
た
地
域
で
あ
る
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

こ
の
町
並
み
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時

代
に
か
け
て
の
ニ
シ
ン
漁
と
ニ
シ
ン
加
工
品

の
交
易
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
、
そ

の
様
は
「
江
差
の
五
月
は
江
戸
に
も
な
い
」

と
謳
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
り
ま
し
た
。

ニ
シ
ン
に
よ
る
繁
栄
は
、
江
戸
時
代
か
ら

伝
承
さ
れ
て
い
る
文
化
と
と
も
に
、
今
で
も

こ
の
地
域
に
色
濃
く
息
づ
い
て
い
ま
す
。

①
江
差
の
五
月
は
江
戸
に
も
な
い

～
ニ
シ
ン
の
繁
栄
が
息
づ
く
町
～

江
差
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

ス
ト
ー
リ
ー

地
域
活
性
化
に
向
け
て

■
主
な
構
成
文
化
財

か
も
め
島
、
姥
神
大
神
宮
、
江
差
追
分
、

江
差
の
町
並
み
、
姥
神
大
神
宮
御
渡
祭

▶
江
差
の
町
並
み

◀
姥
神
大
神
宮
渡
御
祭

▲ニシン漬け

番
屋
や
商
店
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
建
物

を
資
料
館
と
し
て
活
用
し
て
い
る
ほ
か
、
構

成
文
化
財
が
多
く
集
ま
る
本
町
地
区
で
は
、

「
い
し
か
り
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
よ

る
見
学
ツ
ア
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
【
石

狩
市
】

「
北
前
船
子
ど
も
フ
ェ
リ
ー
使
節
団
」
を

企
画
し
、
小
樽
市
の
小
学
生
が
北
陸
の
北
前

船
寄
港
地
を
フ
ェ
リ
ー
で
訪
問
し
、
郷
土
学

習
や
地
域
住
民
と
の
交
流
を
行
な
い
ま
し
た
。

ま
た
、
小
樽
市
内
の
構
成
文
化
財
を
活
用
し

た
シ
ョ
ッ
プ
で
は
北
前
船
に
ち
な
ん
だ
商
品

や
地
元
産
品
の
販
売
や
情
報
発
信
を
行
っ
て

い
ま
す
。
【
小
樽
市
】

「
箱
館
」
の
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
投

資
し
た
高
田
屋
嘉
兵
衛
の
功
績
を
伝
え
る
副

読
本
を
作
成
し
、
市
内
の
小
学
校
3
年
生
向

け
に
配
布
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
ト
ー
リ
ー

を
構
成
す
る
文
化
財
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

北
前
船
に
よ
っ
て
各
地
へ
と
運
ば
れ
て
い
た

と
さ
れ
る
、
食
材
の

を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
函
館
市
】

認
知
度
向
上
の
た
め
、
町
外
構
成
団
体

（
東
北
地
方
等
）
へ
の
構
成
文
化
財
の
貸
出

や
相
互
で
の
巡
回
パ
ネ
ル
展
の
開
催
、
地
域

で
の
講
演
会
等
を
実
施
し
、
周
知
を
図
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が

ら
、

等
に
よ
る
情
報
発
信
の
拡
充
を

図
っ
て
い
ま
す
。
【
松
前
町
】

日
本
海
沿
岸
や
瀬
戸
内
海
沿
岸
に
は
、
山

を
風
景
の
一
部
に
取
り
込
む
港
町
が
点
々
と

み
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
港
に
通
ず
る
小

路
が
随
所
に
走
り
、
通
り
に
は
広
大
な
商
家

や
豪
壮
な
船
主
屋
敷
が
建
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
社
寺
に
は
奉
納
さ
れ
た
船
の
絵
馬
や
模

型
が
残
り
、
京
な
ど
遠
方
起
源
が
あ
る
祭
礼

が
行
わ
れ
、
節
回
し
の
似
た
民
謡
が
唄
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
港
町
は
、
荒
波
を
超

え
、
動
く
総
合
商
社
と
し
て
巨
万
の
富
を
生

み
、
各
地
に
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
北
前
船
の

寄
港
地
・
船
主
集
落
で
、
時
を
重
ね
て
彩
ら

れ
た
た
異
空
間
と
し
て
今
も
人
々
を
惹
き
つ

け
て
や
み
ま
せ
ん
。

②
荒
波
を
超
え
た
男
た
ち
の
夢
が
紡
い
だ
異
空
間

～
北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落
～

ス
ト
ー
リ
ー

地
域
活
性
化
に
向
け
て

■
主
な
構
成
文
化
財

日
和
山
、
旧
北
浜
地
区
倉
庫
群
、
旧
魁
陽

亭
、
沖
口
役
所
跡
、
松
前
屏
風
、
松
本
家
土

蔵
及
び
松
本
家
資
料
、
福
山
城
下
町
遺
跡
、

龍
雲
院

▶
高
田
屋
嘉
兵
衛
像

◀
ジ
オ
ラ
マ
「
北
前
船

と
ニ
シ
ン
漁
場
」

02

石
狩
市
・
小
樽
市
・
函
館
市
・
松
前
町
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上
川
ア
イ
ヌ
を
「
知
る
」
「
見
る
」
「
触

れ
る
」
「
訪
れ
る
」
機
会
を
創
出
す
る
こ
と

を
軸
に
据
え
、
認
知
度
の
さ
ら
な
る
向
上
を

目
的
と
し
、
こ
の
地
域
に
幾
度
と
な
く
訪
れ

た
い
と
思
う
エ
リ
ア
と
し
て
魅
力
向
上
に
取

組
ん
で
い
ま
す
。
日
本
遺
産
の
ス
ト
ー
リ
ー

を
体
感
で
き
る
旅
行
商
品
の
開
発
、
販
売
促

進
、
認
知
促
進
、
リ
ピ
ー
タ
ー
獲
得
へ
の
行

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
幅
広
い
層
を
対
象

と
し
た
ア
イ
ヌ
文
化
等
を
認
知
で
き
る
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
各
自
治
体
が
展
開
す

る
本
圏
域
の
魅
力
発
信
及
び
、
周
遊
促
進
を

目
指
し
、
に
よ
り
、
圏
域
外
か
ら
の
集
客
に

よ
り
地
域
活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

大
雪
山
麓
上
川
ア
イ
ヌ
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
を
は
じ
め
、
圏
域
内
外
へ
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
、
日
本
遺
産
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

を
活
用
し
た
プ
ロ
の
ラ
イ
タ
ー
に
よ
る
本
圏

域
の
魅
力
発
信
に
よ
る
日
本
遺
産
ブ
ラ
ン
ド

の
普
及
、
情
報
発
信
を
推
進
す
る
と
共
に
、

各
種
補
助
事
業
の
活
用
を
模
索
し
な
が
ら
効

果
的
な
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

美
し
く
厳
し
い
大
雪
山
の
ふ
と
こ
ろ
に
、

カ
ム
イ
～
神
～
を
見
出
し
共
に
生
き
た
上
川

ア
イ
ヌ
”
。

彼
ら
は
激
流
迸
る
奇
岩
の
渓
谷
に
魔
神
と
英

雄
神
の
戦
い
の
伝
説
を
残
し
、
神
々
へ
の
祈

り
の
場
と
し
て
崇
め
た
上
川
ア
イ
ヌ
の
聖
地

に
は
、
ク
マ
笹
で
葺
か
れ
た
家
な
ど
に
よ
り

コ
タ
ン
を
形
成
し
祈
り
を
捧
げ
続
け
ま
す
。

上
川
ア
イ
ヌ
は
「
川
は
山
へ
溯
る
生
き
物
」

と
考
え
、
最
上
流
の
大
雪
山
を
最
も
神
々
の

国
に
近
く
、
自
然
の
恵
み
を
も
た
ら
す
、
カ

ム
イ
ミ
ン
タ
ラ
～
神
々
の
遊
ぶ
庭
～
と
し
て

崇
拝
し
て
き
た
。
神
々
と
共
に
生
き
、
伝
承

し
て
き
た
上
川
ア
イ
ヌ
の
文
化
は
、
こ
の
大

地
に
今
も
息
づ
い
て
い
ま
す
。

③
カ
ム
イ
と
共
に
生
き
る
上
川
ア
イ
ヌ

～
大
雪
山
の
ふ
と
こ
ろ
に
～

④
本
邦
国
策
を
北
海
道
に
観
よ
！

～
北
の
産
業
革
命
「
炭
鉄
港
」
～

明
治
初
期
に
新
た
に
命
名
さ
れ
た
「
北
海

道
」
は
昭
和
の
高
度
成
長
期
ま
で
の
百
年
の

間
に
人
口
が
百
倍
と
な
る
急
成
長
を
遂
げ
ま

し
た
。
こ
の
成
長
の
中
核
と
な
っ
た
の
が
石

炭
産
業
で
あ
り
、
空
知
の
「
炭
鉱
」
、
室
蘭

の
「
鉄
鋼
」
、
小
樽
の
「
港
湾
」
、
そ
れ
ら

を
繋
ぐ
「
鉄
道
」
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ

た
歴
史
が
北
の
産
業
革
命
「
炭
鉄
港
」
の
物

語
で
す
。

約
百
キ
ロ
圏
内
に
位
置
し
、
近
代
北
海
道

を
築
く
基
と
な
っ
た
こ
の
三
都
（
空
知
、
室

蘭
、
小
樽
）
を
原
動
力
と
し
て
、
大
き
く
発

展
を
遂
げ
た
北
海
道
。
炭
鉱
遺
産
や
工
場
景

観
、
港
湾
や
鉄
道
施
設
な
ど
が
今
も
な
お
、

歴
史
を
た
ど
る
文
化
財
や
遺
産
と
し
て
存
在

し
、
訪
れ
る
人
に
北
海
道
の
ま
だ
見
ぬ
魅
力

を
語
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
近
代
化
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る

「
炭
鉄
港
」
を
次
の
世
代
に
繋
い
で
い
く
こ

と
、
そ
の
魅
力
を
発
信
し
、
全
国
か
ら
様
々

な
方
々
を
呼
び
込
む
こ
と
を
目
的
に
、
人
材

育
成
や
交
流
人
口
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
「
次
代
に
つ
な
ぐ
」
「
地

域
で
稼
ぐ
」
を
テ
ー
マ
に
、
小
学
生
向
け
の

学
習
教
材
の
作
成
や
、
ガ
イ
ド
の
養
成
、

「
炭
鉄
港
カ
ー
ド
」
の
配
布
、
当
時
の
産
業

や
暮
ら
し
を
知
る
人
の
言
葉
を
後
世
に
残
す

映
像
「
炭
鉄
港
の
証
言
」
の
制
作
、
日
本
遺

産
に
ま
つ
わ
る
食
文
化
「
炭
鉄
港
め
し
」
の

調
査
、
普
及
啓
発
な
ど
様
々
な
事
業
に
取
組

ん
で
き
ま
し
た
。
「
炭
鉄
港
め
し
」
の
取
組

で
は
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
で
の
商
品
発
売
な

ど
民
間
企
業
と
連
携
し
た
普
及
啓
発
を
実
施

す
る
な
ど
、
「
炭
鉄
港
め
し
」
の
地
域
に
お

け
る
定
着
、
地
域
内
外
で
の
認
知
度
向
上
を

推
進
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
受
入
体
制
整
備
や
、
航
空
会
社
と
連
携
し

た
全
国
向
け
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
更
な

る
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
す
と
と
も
に
、

大
雪
山
麓
上
川
ア
イ
ヌ
日
本
遺
産
推
進
協
議
会

炭
鉄
港
推
進
協
議
会

ス
ト
ー
リ
ー

地
域
活
性
化
に
向
け
て

地
域
活
性
化
に
向
け
て

ス
ト
ー
リ
ー

■
主
な
構
成
文
化
財

大
雪
山
、
川
村
カ
子
ト
ア
イ
ヌ
記
念
館
、

神
居
古
潭
、
嵐
山

■
主
な
構
成
文
化
財

住
友
赤
平
炭
鉱
杭
櫓
・
周
辺
施
設
、
旧
手

宮
鉄
道
施
設
、
室
蘭
市
旧
室
蘭
駅
舎

▶
「
炭
鉄
港
め
し
」

カ
レ
ー
そ
ば

◀
ア
イ
ヌ
古
式
舞
踊

▶
大
雪
山
カ
ム
イ
ミ
ン
タ
ラ

03

地
域
の
歴
史
や
文
化

に
住
民
が
誇
り
と
愛

着
を
持
ち
、
積
極
的

に
発
信
し
た
く
な
る

遺
産
と
し
て
住
民
理

解
を
深
め
る
取
組
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

創る
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◆特集 北海道の日本遺産

04

【
候
補
地
域
】

⑥
北
海
道
の「
心
臓
」
と
呼
ば
れ
た
ま
ち
・
小
樽

～
「
民
の
力
」
で
創
ら
れ
蘇

っ
た
北
の
商
都
～

小
説
家
・
小
林
多
喜
二
は
小
樽
の
ま
ち
を

北
海
道
の
「
心
臓
」
と
表
現
し
ま
し
た
。
明

治
中
期
以
降
、
豊
富
な
北
海
道
の
資
源
の
物

流
拠
点
と
な
っ
た
小
樽
は
、
「
北
日
本
随
一

の
商
都
」
と
し
て
、
「
民
の
力
」
で
ま
ち
を

つ
く
り
あ
げ
ま
し
た
が
、
石
炭
か
ら
石
油
へ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
に
よ
り
、
高
度
経
済
成

長
期
に
衰
退
し
ま
し
た
。
荒
廃
し
た
運
河
を

埋
め
立
て
て
道
路
を
建
設
す
る
都
市
計
画
が

決
定
し
ま
し
た
が
、
取
り
壊
さ
れ
る
倉
庫
を

見
た
市
民
が
「
ま
ち
の
記
憶
」
を
守
る
た
め

運
河
保
存
運
動
を
始
め
ま
す
。

年
に
も
わ

た
る
運
動
の
結
果
、
運
河
の
一
部
を
散
策
路

と
し
て
整
備
し
、
観
光
都
市
・
小
樽
の
礎
と

な
り
ま
し
た
。
歴
史
を
い
か
す
新
た
な
展
望

を
示
し
た
運
動
は
、
日
本
の
ま
ち
づ
く
り
運

動
の
先
駆
け
と
な
り
、
小
樽
に
生
き
る
人
々

が
、
遺
産
に
新
た
な
命
を
吹
き
込
み
、
も
う

一
度
『
心
臓
』
を
動
か
す
こ
と
で
、
今
も
そ

の
鼓
動
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

小
樽
運
河
百
年
を
記
念
し
て
、

～

代

を
中
心
に
し
た
実
行
委
員
会
が
ロ
ン
グ
ラ
ン

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
運
河
沿
い
の
ナ
イ
ト

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
景
色
と
グ
ル
メ
を
楽
し

む
ナ
イ
ト
タ
イ
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
創
出
や
、

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
旧
三
井

銀
行
小
樽
支
店
」
を
会
場
と
し
た
「
重
要
文

化
財
パ
ー
テ
ィ
ー
」
な
ど
高
付
加
価
値
化
を

追
求
し
た
５
つ
の
企
画
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
小
樽
市
日
本
遺
産
地
域
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
育
成
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

う
こ
と
で
潜
在
し
て
い
た
人
材
や
ス
キ
ル
の

掘
起
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
が
着
地
型
旅
行
商
品
の
造
成
や
日
本
遺

産
周
遊
ア
プ
リ
の
開
発
、
体
験
型
商
品
「
お

た
る
ハ
ー
ト
缶
」
の
開
発
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
な
ど
の

で
の
積
極
的
な
情
報
発
信

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
い
か
し
た
活

動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
人
材
育
成
の
大
き

な
成
果
で
あ
り
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
繋

が
っ
て
い
ま
す
。

小
樽
市

ス
ト
ー
リ
ー

地
域
活
性
化
に
向
け
て

■
主
な
構
成
文
化
財

小
樽
運
河
、
小
樽
運
河
を
守
る
会
関
係
資

料
、
色
内
銀
行
街
、
旧
手
宮
鉄
道
施
設
、
旧

日
本
郵
船
株
式
会
社
小
樽
支
店
及
び
附
属
倉

庫
群

▼小樽運河100年記念

⑤
「
鮭
の
聖
地
」
の
物
語

～
根
室
海
峡
一
万
年
の
道
程
～

北
海
道
最
東
の
海
、
根
室
海
峡
。
こ
の
地

で
は
、
遥
か
一
万
年
の
昔
か
ら
、
絶
え
ず

人
々
の
暮
ら
し
が
続
い
て
き
ま
し
た
。
そ
の

支
え
と
な
っ
た
の
は
、
大
地
と
海
を
往
来
し
、

あ
ら
ゆ
る
生
命
の
糧
と
な
っ
た
鮭
で
す
。
毎

年
秋
に
繰
り
返
さ
れ
る
鮭
の
遡
上
と
い
う
自

然
の
摂
理
の
下
、
当
地
で
は
人
と
自
然
、
文

化
と
文
化
の
共
生
と
衝
突
が
起
こ
り
、
数
々

の
物
語
と
共
に
、
海
路
、
陸
路
、
鉄
路
、
道

路
と
い
う
、
根
室
海
峡
に
続
く
「
道
」
が
生

ま
れ
ま
す
。
一
万
年
に
及
ぶ
時
の
流
れ
の
中

で
、
鮭
に
笑
い
、
鮭
に
泣
い
た
根
室
海
峡
沿

岸
。
こ
こ
は
い
ま
も
、
人
と
自
然
、
あ
ら
ゆ

る
も
の
が
鮭
と
つ
な
が
る
「
鮭
の
聖
地
」
で

す
。

認
定
地
域
で
あ
る
根
室
海
峡
沿
岸
の
４
市

町
、
標
津
町
・
根
室
市
・
別
海
町
・
羅
臼
町

の
全
体
を
屋
根
の
な
い
博
物
館
に
見
立
て
、

認
定
ス
ト
ー
リ
ー
を
テ
ー
マ
と
す
る
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
標
津
サ
ー
モ
ン
科
学
館
に
ス
ト
ー

リ
ー
全
体
を
紹
介
す
る
鮭
の
聖
地
エ
キ
シ
ビ

ジ
ョ
ン
ル
ー
ム
を
整
備
し
、
各
市
町
の
博
物

館
系
施
設
を
サ
テ
ラ
イ
ト
拠
点
と
し
て
整
備

し
ま
し
た
。
ス
ト
ー
リ
ー
を
紹
介
す
る
動
画

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
作
成
す
る
な
ど
、
鮭

の
聖
地
を
象
徴
す
る
12
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
、

そ
れ
に
ま
つ
わ
る
関
連
文
化
財
群
を
め
ぐ
る

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
認
定
ス
ト
ー
リ
ー
を
ベ
ー
ス
に
、

地
域
生
産
品
に
焦
点
を
あ
て
た
サ
ブ
ス
ト
ー

リ
ー
を
作
成
し
、
生
産
品
を
通
じ
た
ス
ト
ー

リ
ー
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

ス
ト
ー
リ
ー

地
域
活
性
化
に
向
け
て

■
主
な
構
成
文
化
財

野
付
半
島
、
松
法
川
北
岸
遺
跡
出
土
品
、

標
津
遺
跡
群
伊
茶
仁
カ
リ
カ
リ
ウ
ス
遺
跡
、

根
室
半
島
チ
ャ
シ
跡
群

▲西別鮭山漬けの寒風干し

▲標津サーモン科学館

鮭
の
聖
地
メ
ナ
シ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

本記事の内容は、総合政策部地域創生局地域政策課で担当しております。
○事業に関するお問い合わせ先 TEL：011-204-5800
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